
 

 

 

１.単元名  長さをはかろう 
 

２.単元の目標  
○身の回りにあるものの長さに関心をもち、量感を基に見当をつけて測定しようとする。［関・意・態］ 
○普遍単位の必要性に気づき、長さの表し方を考え表現することができる。［数学的な考え方］ 
○長さの単位を用いて、身の回りの具体物の長さを測定したり、指定された長さの直線をひいたりすることができる。 
［技能］ 
○長さについて単位と測定の意味や、単位の関係、物差しの目盛りの仕組みを理解する。［知識・理解］ 
 

３.単元によせる思い  
１年生における量と測定領域の単元では、長さ、かさ、広さを学習した。長さにおいては、直接比較、間接比較、任意

単位による測定を通して、長さを比較したり表したりする活動に取り組んできた。本単元では、これらを既習として普遍

単位の活用へとつながっていく。 
普遍単位は、既習では解決できない課題に向かうことで有用性を感じ、必要性に気づくことができると考える。そのた

め、前時から本時、そして次時とつながる課題を設定したいと考えた。 
まず、単元の１時間目は、任意単位による測定に浸る時間を十分に保障し、長さを数値化するよさを実感できる時間と

した。そして本時の２時間目に、異なる任意単位では長さを相手に伝えられないことから、共通の任意単位を用いる必要

性に気づく展開を生み、次時への普遍単位へつながる構成とした。 
また、子ども自身が活動にひたり意欲的に学習に臨むためには、算数の既習だけではなく他教科とのつながりも大切で

あると考えた。扱う長さは学活で本のしおり作りに使用したリボンの長さであり、相手に長さを伝えることは国語で物事

の特徴を相手にわかるように伝える学習である。そして、長さを数値化することは算数の前時の学習からというように、

子どもの意識につながりが生まれることをねらいとした。 

 

４.授業の主張  

視点１ 個の学び               視点２ 集団としての学び            

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「個の学び」を高める教材化 

しおり作りに必要なリボンの長さを隣のクラスの子

どもたちに伝えるという生活場面から、活動を設定し

た。それにより、子どもが長さを表して相手に伝える必

要感や意欲をもって課題に向かえると考えた。 

また、本時の学習の最後に宿題として家の人にもリボ

ンの長さを伝える活動を設定した。子どもが本時で導き

出した任意単位には限界があることに気づき、普遍単位

の必要感へとつなげることをねらいとしている。 

 
・「個の学び」を高める教師のかかわり 

選択した任意単位でリボンの長さを調べて数値化する

自力解決を行う。その際に、選択した任意単位を用いた

理由を明確にする。漠然と長さを調べるのではなく、正

しく長さを数値化できたという思いをもたせる。 

それにより、自力解決の結果では相手に伝わらない時

「どうしたら伝わるのか」という視点をもって課題の解

決に向かうことができると考える。 

・「豊かなかかわり」を生む本時の展開 

本時は、長さを相手に伝えるという条件が加わること

で、長さを伝えるためには共通の任意単位を用いる必要

があることに子どもが気づいていく場面である。 

子ども自身が自分と友達の自力解決の結果を比較し、

相手に伝えたいリボンの長さは「○が△分」と表せばよ

いか任意単位の妥当性を検討していく展開を目指す。 

それにより生まれる交流を豊かなかかわりとしてと

らえている。 

・「豊かなかかわり」を支える教師のかかわり 

自力解決から交流への段階で、子どもの意識に交流の

必要感が生まれなければ、共に学び合うことは成立しな

いと考える。 

そのため、自力解決による子どもの考えを板書に位置

付ける。また、交流の流れを明確にしてつないでいくこ

とで、子どもが見通しをもち主体的に解決に向かえるよ

うに支援していく。 
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５.単元構成（１１時間扱い） 

時 ねらい 主な学習活動と子どもの変容  時 ねらい 主な学習活動と子どもの変容 
① 直接比較できな

い２つの色々な

長さについて、

既習として任意

単位を用いるこ

とで比較するこ

とができる。 
 
 

 

 

 

 

                

 

 
 

 

 ⑥ 物差しの目盛り

の読み方を理解

し、長さの測定

の仕方を知る。 

 

② 

本

時 

異なる任意単位

では数値化して

も長さを正確に

表せないことか

ら、共通の任意

単位にそろえる

必要性に気づく

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 ⑦ 

⑧ 

直線の意味を知

り、指定された

長さの直線を、

物差しを使って

ひくことができ

る。 

 

③ 

 

 

 

 

 

任意単位をそろ

えることを通し

て、普遍単位の

必 要 性 に 気 づ

き、簡易物差し

を使って長さを

表す単位「ｃｍ」

について理解す

る。 

 

 

 

 ⑨ 長さの加減計算

の仕方を理解す

る。 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡易物差しによ

る測定活動を通

して、測定の仕

方を身につけ

る。 

 

１０ｃｍの量感

を身につける。 

 

⑤ 長さを表す単位

「ｍｍ」を知り、

１ｃｍ＝１０ｍ

ｍの関係を理解

する。 

 

色々なものを測ってみよう！ 
 
手で１０ｃｍをつくって、だい
たい１０ｃｍになるものを見
つけよう！ 

端を合わせて測るんだね！ 
１０ｃｍは、１ｃｍが１０個
分だね。他の長さのものも見
つけてみたいな！ 
 
測り方がわかったよ！ 
 
長さは、１ｃｍがいくつ分か
を数えて測るんだね！ 

はがきの横と縦の長さを調べ
てみよう！ 

間の長さはどうしたらいいの
かな？ 
そんな時は、細かい目盛りが
ついている３０ｃｍものさし
を使うといいんだね！ 

間の長さもわかった！１ｍｍ
は１０個で１ｃｍなんだね！ 

色々なものを使って「○が△
分」で長さを比べることがで
きる！長さによっては、ちょ
うどいい大きさを選ぶと比べ
やすいね。 

長さを数にして、比べよう！ 

長さを「○が△分」で比べる
と、分かりやすい！ 

リボンの長さを「○が△分」を
使って教えてあげよう！ 

リボンの長さは、色々なもの
でいくつ分か言える。でも、
みんなバラバラのもので調べ
ると、長さが変わる！どうし
たらいいのかな？ 

みんなが、同じものを使えば
いい！ 

物差しを使って、色々なも

のを測ってみよう！ 

端をそろえないとだめだ
ね…曲がっていると、測れ
ない…読み方は？ 

長さをきちんと測るため
には、きまりがあるよ！ 

物差しを使って、長さを描

いてみよう！ 

気をつけなといけないこ
とは…？線が曲がると直
線ではないんだね！ 

物差しを使って、色々な長
さを描いたり、測ったりす
ることができた！ 

いつでも長さをわかりやすく
表そう！ 

家の人にリボン長さが伝わら
なかった…誰でもわかるもの
は、ないのかな？ 

長さの単位「ｃｍ」なら、誰
にでも伝わる！ 

二つの線の長さを比べてみ
よう！ 

二つとも、線が折れ曲がっ
てるよ？でも、真っすぐに
しても長さが変わらない
から、長さは合わせて考え
ることができるよ！ 

長さは計算できるんだね！ 

⑩

⑪ 

やってみよう 
 
 
 
 
 
 
 
しあげのもんだい 

３０ｃｍ物差し

で色々なものを

測る活動を通し

て、学習内容の

理解を深め、長

さについての興

味を広げる。 
 
学習内容の理解

を確実にする。 



６.本時にかかわって（２／１１）                        

【本時の目標】 

異なる任意単位では数値化しても長さを正確に表せないことから、共通の任意単位にそろえる必要性に気 
づくことができる。［数学的な考え方］ 

【豊かなかかわりの姿】 

仲間との交流を通して、長さの表し方による違いは共通のものを用いる必要があることに気づいていく姿。 

学習活動と子どもの変容 教師のかかわり 

 

                      

 

 

 

 

 

長さを調べてみよう 

        

                    ※１４ｃｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１組もこれからしおり作りをするよ。この長さのリボンを使うよ。教えてあげよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日、１組のみんなに伝えよう。【宿題】家の人にも伝えよう。 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

・調べる長さを提示す

る。 

 

・自力解決によって数

値化した長さをワ

ークシートに書く

ことを伝える。 

 

・扱った任意単位を位

置付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

・長さを伝えることか

ら、任意単位や長さ

の数値に着目し妥

当性を考えさせる。 

 

・長さを伝えるために

は、任意単位をそろ

える必要があるこ

とに目を向けさせ

る。 

 

・共通の任意単位を見

つけ、実際に同じ長

さになるか確かめ

る。 

 

 

 

 

・次時、隣のクラスに

は伝わるが、相手が

家の人となると伝

わらないことを実

感させ、普遍単位

(ｃｍ)につなげる。 

 

前時まで  

長さは任意単位によって測定できることを学んでいる。一人一人が、決まった任意単位

（消しゴムなど）を用いて長さがどれくらいか表現することができる。それにより、任意

単位による測定は数値化できる点で便利であることも測定の経験から感じている。 
また今回の活動に向けて、学活で本のしおり作りを行い、リボンをつけて完成している。 

リボンの長さを「○が△分」を使って教えてあげよう！ 

ぼくは消しゴム
４つ分で、ぴっ
たりだったよ。 

みんなが、同じものを使えばいい！ 

１組や自分たちは○を持っているけど、家にはない。 
伝わるかな…？ 

わたしも消しゴム
だけど… 
数が違うよ。 

調べているものの長さがバラ
バラだから、リボンの長さが
かわってしまうよ！ 

色々なもので調べることができた！ 

鉛筆 消しゴム 指 算数ブロック 鉛筆のキャップ 

色々なもので、いくつ分が、調べよう！ ○だと、△分だ！ 
 

このままでは、リボンの長さが伝わらない！ 

みんなが持って
いるものじゃな
いとだめだね。 

みんなが持っていても、
同じ長さのものじゃな
いと… 

○なら、みんなが持っ
ているものじゃない
かな？ 

リボンの長さは、「○が△分」！これなら伝わるよ！ 

どうやって教えよう？ 「○の△分」を使って教えるのかな？ 

１組のみんなは、同じものを持っていないよ！ 



□今回の指導案について 

→前回様々な課題が挙げられた点について、修正案を加えて作りました。 

                                            

・子どもが「自分ごと」ととらえられる課題の設定。 

①「学習したことを生かす」設定。 

・学活で作ったしおりのリボンであること。 

・国語の「話すこと聞くこと」で、言葉で物事の特徴を伝える学習をしたばかりである

こと。 

・長さを、任意単位を用いて数値化できること。 

（自分たちが学んで、できるようになったことを試す場であるという意欲の高まり） 

 

②伝えたいと思える相手の設定。 

（隣の３組に。１対１対応で） 

                                            

・最初に定規に気づいた子どもの考えを流さない・否定しない設定。 

（同じ２年生に伝えるという点で、ｃｍがわからない子もたくさんいるということをおさ

えられる。よって、同じ２年生同士がわかる「任意単位を用いて数値化する」ことに目

を向けることができる） 

                                           

・算数ブロックにそろえるよさを感じられる設定。 

（伝える３組と自分たち「みんな」が持っているもの） 

                                           

・家の人に伝える設定。 

（３組には伝わるが、家の人には伝わらない。普遍単位の必要性） 

※現実的な困り感を経験したことから、世界共通の単位が生まれた理由を共感的に聞くこ

とができる。知識の広がりや理解の深まり。 

※最初に定規に気づいた子どもにスポットを当てられる。 

                                            

 

 




